
バイオマスプラ、生分解性プラの新機軸 

～市場ニーズの変化とその将来～ 

 

環境問題は「待ったなし！」のステージに入っています。中でもプラスチックは、近年、海洋プラ問題、

マイクロプラ問題を受けて新たな局面に入りつつある。市場、技術ともに急激に変化しつつあり、環境問

題の専門家以外にはわかりづらい展開になりつつあります。 

そこで、本書籍では、プラスチックの環境問題、およびバイオプラスチックに関して、全体を俯瞰し、どこ

に大きな変化が現れているのかを明確化することによって、関係者のビジネスに資する資料集となってお

ります。 

ビジネスにとって変化はチャンスでもあり、リスクでもあります。市場に大きな変化が起こりつつある今、こ

の資料集が、皆様のビジネスに資することを願ってやみません。 
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◆お問い合わせ先 ： (株)東洋紡パッケージング・プラン・サービス  大阪  

    〒530-0003 大阪市北区堂島 2丁目 1番１６号 フジタ東洋紡ビル ４階  
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